
１ 第 23回視聴覚教育総合全国大会・第 70回放送教育研究大会全国大会合同大会参加報告 

                       

（１）日時 令和元年 11月８日（金）・９日（土） 

（２）場所 ８日（金）・・・公開授業：東京都板橋区立志村第四中学校（中学校部会） 

９日（土）・・・全体会 ：台東区立台東育英小学校 

（３）内容 

  ① 大会テーマ 

  「ネットワーク社会におけるメディアとヒューマンコミュニケーション」 

  ② 研修内容・所感 

ア 第 1日（各会場校） 

（ア）公開授業 

   道徳を含めた全教科による公開授業が展開された。すべての普通教室に電子黒板が常設されて

おり、放送番組を流したり、グループ学習の話し合いの内容をその場で書き込んで意見交換をし

たりと、活発に活用していた。 

   放送番組の活用においては、導入部・展開部と放映時を工夫しながら、生徒の興味・関心を引

き付けられるよう使用していた。特に、社会科や理科においては、直接目にすることのできない

映像を視聴しながら要点をまとめることで、より映像を効果的に活用していた点が印象に残った。 

  また、タブレット端末を活用し、自分の考えやグループの考えなどをまとめ、提示することで、 

互いの意見を認め合い高め合うことに効果的であったと思われる。 

 

（イ）研究協議（教科等分科会）・研究実践報告 

（ウ）シンポジウム 「『読み解く力』習得による学力向上」 

    シンポジスト  浅井 和行 氏（京都教育大学副学長） 

            田中 洋一 氏（東京女子体育大学教授） 

            中川 修一 氏（板橋区教育委員会教育長） 

イ 第２日（全体会） 

＜午前＞ワークショップ・全体会 

＜午後＞ 

（ア）実践発表 

   ・番組活用による化学的な見方・考え方を育む授業づくり 

     『中学校理科における NHK for Schoolの活用』 

   ・新学習指導要領における道徳番組・特別活動番組を活用した授業づくり 

     『「オン・マイ・ウェイ！」を活用した社会科公民の授業 

～教科の枠を越えた番組活用の有効性～』 

  （イ）講演 

「これからの時代に求められる人材と、教育のあり方について」 

講師 辻野 晃一郎 氏（アレックス株式会社代表取締役社長兼ＣＥＯ） 


